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1．はじめに
私は 2010 年から本校法務研究科 (法科大学院) で「環境法演習」(3 年
次秋学期配当 2 単位科目) を担当し、2014 年から「環境法講義」(2 年次
秋学期配当 2単位科目) と「環境法演習」(3 年次秋学期配当 2単位科目)
を担当してきた。本稿では、京都産業大学法務研究科を閉校するにあたり、
本校で行ってきた環境法科目の授業内容を振り返り、法科大学院における
環境法教育とは何である (あった) のか、何を目指すものである (あっ
た) のかを整理しておくものである。
なお、環境法科目履修者は、毎年多くても 2 名、少ない年はゼロであった










( 1 ) 北村喜宣「環境法 (第 4版)」(弘文堂、2017 年 3 月) 4 頁































( 2 ) 吉村良一「公害・環境訴訟講義」(法律文化社、2018年 6月) 2 頁

























































































































































































































































法科大学院では、「環境法 1」、「環境法 2」、「リサーチ & ライティング











( 3 ) ｢法学部・法科大学院における環境法に関する教育」法学研究科准教授島村健、神戸大


















( 4 ) ｢環境法の多様なカリキュラム展開」上智大学法科大学院 HP www. sophialaw. jp/edu
cation/curriculum_environment.html
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